
ふれあい
社会福祉法人 標茶町社会福祉協議会

No.178
令和６年

７月１日発行広
報

社会福祉法人標茶町社会福祉協議会
標茶町総合社会福祉センター内
〒088-2312 標茶町川上10丁目１番地　
電話 485-2503　ファクス 485-1679
HP：www.shibecha-shakyo.jp

2024

　ふれあいバザールを４月20日㈯に開催し、標茶はんどめいどくらぶの作家さん、みなやんWorks、
しべちゃコスモス、あえ～るのなかま、社協愛情銀行が出店し、各ブースではオリジナル作品や菓子
等、野菜、生活雑貨など販売いたしました。愛情銀行では、皆様から預託された制服・学用品等も販売
いたしました。フリースペースでは、フリードリンクやお茶など持ち寄り、ゲームなど交流しました。

標茶町社協ふれあいバザール
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　今、日本の福祉は「地域共生型社会」を目指しています。それは、少子高齢化・人口減少、地域社会の脆
弱化等、社会構造の変化の中で、人びとがさまざまな制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」
という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、世代や分野を超えてつながることで、住民一
人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会です。
　核家族化や担い手不足等により、孤立する人も増える中、今までの支え合いの図式は希薄となり、今となっ
ては他人同士であっても、人と人とのつながりを持てること自体がセーフティネットになる時代を迎えてい
ます。つまり、公的サービスや専門職による寄り添う支援と、地域住民同士で気に掛け合うつながり、支え
合いの関係性の両輪が求められています。
　本会としてのこれまで取り組んできた事業を基に、今後は地域福祉の基盤強化を行い、臨機応変に対応で
きる地域社会の構築を目指して事業活動を展開します。

　上記の基本方針に則り、以下、３つの重点目標に基づく取り組み結果、ならびに各種事業についての報告
を行います。

令和５年度重点的事業

�１．地域福祉の推進
　�　元より町内各地域に、標茶町社協地区部会の組織化が進んでおり、活動助成金を活用いただきながら地
区活動に取り組んでいただいています。各地域での地域福祉活動について担当の方にお話を伺ったり、活
動に参加させていただく機会がありました。今後の地域福祉活動をどのように推進していくことができる
か、社協が何をお手伝いできるのかについて、今後も継続して研究を進めていきます。

２．ボランティア、成年後見制度他、各種研修事業の実施
　�　ボランティアについては、すでに活動しているあったかボランティアを中心に「傾聴」について焦点を
当てて、講座を実施しました。また、成年後見制度については令和５年度は養成講座ではなく、フォロー
アップ研修として２日日程で市民後見や任意後見制度について研修を実施しました。また、社会福祉活動
者研修交流会の講演として、釧路市のフードバンクや地域食堂の活動事例をお聞きし、学びを深めること
ができました。
　�　今後の課題としては、ボランティア活動者の人材が不足しているため、ボランティア活動に対する意識
改革や人材の育成が求められています。

３．災害・防災の事業推進
　�　令和５年12月に標茶町と災害ボランティアセンター協定締結を行いました。また防災から考える地域の
まちづくり事業として、今年度は標茶町交通防災係と標茶町社協の職員から、災害ボランティアセンター
や防災についての説明を行いました。今後も町と連携しながら、防災事業への取り組みを実施していきます。

令和５年度
社会福祉法人 標茶町社会福祉協議会事業報告

■基本方針

■重点目標
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令和５年度
社会福祉法人標茶町社会福祉協議会法人運営事業会計決算報告

令和５年度 標茶町社会福祉協議会法人運営事業会計収支決算書
自　令和５年４月１日　　至　令和６年３月31日 （単位:円）

勘定科目 当初予算額 決算額 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入
の
部

会費 1,194,000 1,360,300 △ 166,300
個人会費収入 594,000 810,300 △ 216,300
特別会費収入 500,000 445,000 55,000
賛助会費収入 100,000 105,000 △ 5,000

寄付金収入 820,000 258,385 561,615
一般寄付金収入 700,000 245,385 454,615
経常経費寄付金収入 120,000 13,000 107,000

経常経費補助金収入 36,422,000 34,248,090 2,173,910
市区町村補助金収入 36,422,000 34,248,090 2,173,910

共同募金配分金収入 2,639,000 2,865,150 △ 226,150
一般募金配分金収入 1,439,000 1,438,350 650
歳末たすけあい配分金収入 1,200,000 1,426,800 △ 226,800

受託金収入 2,865,000 5,387,368 △ 2,522,368
市区町村受託金収入 2,473,000 2,586,100 △ 113,100
都道府県社協受託金収入 392,000 2,801,268 △ 2,409,268

貸付事業収入 150,000 30,000 120,000
償還金収入 150,000 30,000 120,000

事業収入 3,080,000 2,918,630 161,370
利用料収入 3,080,000 2,918,630 161,370

受取利息配当金収入 1,000 242 758
雑収入 15,000 1,854,960 △ 1,839,960

事業活動収入計⑴ 47,186,000 48,923,125 △ 1,737,125

法人運営事業拠点区分拠点区分　貸借対照表（令和 6年 3月31日現在）
第三号第四様式 （単位:円）

資産の部 負債の部
当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 12,030,681 10,351,892 1,678,789 流動負債 2,903,480 2,124,069 779,411
現金預金 9,651,161 5,764,505 3,886,656 事業未払金 852,228 857,832 △ 5,604
事業未収金 1,379,520 4,587,387 △ 3,207,867 その他の未払金 469,910 248,605 221,305
拠点区分間貸付金 1,000,000 1,000,000 預り金 1,581,342 1,017,632 563,710

固定資産 163,261,839 182,416,749 △ 19,154,910 固定負債 2,396,285 5,322,185 △ 2,925,900
基本財産 118,623,873 123,757,708 △ 5,133,835 道民間共済退職給付引当金 2,396,285 5,322,185 △ 2,925,900
土地 43,128,597 43,128,597 0 負債の部合計 5,299,765 7,446,254 △ 2,146,489
建物 74,495,276 79,629,111 △ 5,133,835 純資産の部
定期預金 1,000,000 1,000,000 0 基本金 1,000,000 1,000,000 0

 その他の固定資産 44,637,966 58,659,041 △ 14,021,075 第１号基本金 1,000,000 1,000,000 0
建物 34,802,376 38,056,013 △ 3,253,637
構築物 52,965 64,521 △ 11,556 国庫補助金等特別積立金 19,417,151 21,211,474 △ 1,794,323
車輌運搬具 211,203 3 211,200 その他の積立金 5,517,205 12,705,758 △ 7,188,553
器具及び備品 1,638,602 2,498,371 △ 859,769 その他の積立金 687,841 6,876,441 △ 6,188,600
道民間共済会退職預け金 2,396,285 5,322,185 △ 2,925,900 社協運営基金積立金 1,410,733 1,410,718 15
人件費積立資産 687,841 6,876,441 △ 6,188,600 事業運営安定積立金 3,418,631 4,418,599 △ 999,968
社協運営基金積立資産 1,410,733 1,410,718 15 次期繰越活動増減差額 144,058,399 150,405,155 △ 6,346,756
事業運営安定積立資産 3,418,631 4,418,599 △ 999,968 （うち当期活動増減差額） △ 7,346,681 2,028,194 △ 9,374,875
自動車リサイクル預託金 19,330 12,190 7,140 純資産の部合計 169,992,755 185,322,387 △ 15,329,632
資産の部合計 175,292,520 192,768,641 △ 17,476,121 負債及び純資産の部合計 175,292,520 192,768,641 △ 17,476,121
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勘定科目 当初予算額 決算額 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

支
出
の
部

人件費支出 30,841,000 40,003,844 △ 9,162,844
事業費支出 6,039,000 6,521,990 △ 482,990
事務費支出 8,318,000 8,248,532 69,468
貸付事業支出 150,000 30,000 120,000
共同募金配分金支出 1,971,000 2,200,800 △ 229,800
一般募金配分金事業 971,000 974,000 △ 3,000
歳末助け合い配分事業 1,000,000 1,226,800 △ 226,800

助成金支出 710,000 650,000 60,000
負　担　金 100,000 53,494 46,506
雑　支　出 0 0 0

事業活動支出合計⑵ 48,129,000 57,708,660 △ 9,579,660
事業活動資金収支差額⑶=⑴−⑵ △ 943,000 △ 8,785,535 7,842,535
施設整備等補助金収入 0 0 0
固定資産取得支出 423,000 422,400 600
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0
ファイナンスリース料 367,000 0 367,000
施設整備等による収支差額⑷ △ 790,000 △ 422,400 △ 367,600
人件費積立資産取崩収入 0 6,188,628 △ 6,188,628
社協運営安定積立資産取崩収入 0 0 0
事業運営安定積立資産取崩収入 2,200,000 3,000,000 △ 800,000
拠点区分間繰入金収入 0 0 0
事業区分間繰入金収入 0 0 0
サービス区分間繰入金収入 1,556,000 8,111,038 △ 6,555,038
道民間共済退職金返還金収入 0 3,411,060 △ 3,411,060
その他の活動による収入⑸ 3,756,000 20,710,726 △ 16,954,726
人件費積立資産支出 0 28 △ 28
社協運営基金積立資産支出 0 15 △ 15
事業運営安定積立資産支出 0 2,000,032 △ 2,000,032
サービス区分間繰入金支出 1,556,000 8,111,038 △ 6,555,038
道民間共済退職預け金支出 459,000 485,160 △ 26,160
自動車リサイクル預託金支出 8,000 7,140 860
その他の活動による支出⑹ 2,023,000 10,603,413 △ 8,580,413
その他活動資金収支差額による収支計⑺＝⑸−⑹ 1,733,000 10,107,313 △ 8,374,313
当期資金収支差額合計⑻=⑶＋⑷＋⑺ 0 899,378 △ 899,378

前期末支払資金残額⑼ 8,227,823

当期末支払資金残額⑽＝⑻＋⑼ 9,127,201

標茶町社会福祉協議会業務報告
（３月～５月）

標茶町社会福祉協議会行事等予定
（７月～９月）

３月５日 社協正副会長会議、総務・ 厚生・ 地域改善
ボランティア部会

　22日 社協正副会長会議
４月１日 会長訓示、辞令交付

21日 社協ふれあいバザール
　26日 社協正副会長会議

５月９日 共同募金会表彰伝達
13日 社協正副会長会議
14日 ふれあいひろば実行委員会
22日 共同募金会理事会・評議員会
30日 社協定期監査

７月15日 標茶町戦争犠牲者追悼式

下旬 社協正副会長

８月中旬 社協定期監査

下旬 社協正副会長会議

９月中旬 社協理事会

（単位:円）

※行事等、中止または予定変更となる場合があります。



5

標
茶
町
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式

〜
町
民
皆
で 

恒
久
平
和
を
誓
い
合
い
ま
し
ょ
う
〜

■と　き
　令和6年７月15日㈪
　午前10時～午前11時

■ところ
　標茶町コンベンションホール
　「うぃず」

■内　容
　参加者全員による献花

■主　催
　戦争犠牲者追悼式実行委員会
　•標茶町
　•標茶町農業協同組合
　•標茶町森林組合
　•標茶町商工会
　•標茶町遺族会
　•標茶町自治会連合会
　•連合北海道標茶地区連合会
　•標茶町老人クラブ連合会
　•標茶町女性団体連絡協議会
　•標茶町社会福祉協議会
　　（各地区部会）

問い
合わせ

社会福祉法人標茶町社会福祉協議会  総合社会福祉センター内（標茶町川上10丁目１番地）
電話 485-2503  ファクス 485-1679

　
戦
後
相
当
の
年
数
が
経
過
す
る
中
、
さ
き

の
大
戦
で
戦
地
に
お
も
む
い
た
戦
没
者
を
は

じ
め
、
不
幸
に
し
て
空
爆
な
ど
様
々
な
か
た

ち
で
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
を
悼
み
、
こ
の
惨

事
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
る

と
共
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
、
標
茶

町
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式
実
行
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、
例
年
﹁
標
茶
町
戦
争
犠
牲
者
追
悼

式
﹂
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
次
世

代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
戦
争
を
知
ら
な

い
若
い
世
代
の
方
々
も
積
極
的
に
参
列
し
て

く
だ
さ
い
。

　標茶町戦争犠牲者追悼式終了後、会場
を移動し、令和６年度標茶町遺族会総会
を開催いたします。
◆日　時　７月15日㈪　11時30分～
◆場　所　標茶町総合社会福祉センター
　　　　　（大広間）

【問い合わせ】
　標茶町総合社会福祉センター内
　（遺族会事務局）電話�485-2503

　標茶身障会では、身体障害者手帳の所有者の
方、賛助会員として協力していただける方を募集
しております。身障会では、毎月10日を例会日と
し、総合社会福祉センターで活動を行っています。
釧路地区身体障害者福祉協会の交流事業としてス
ポーツ交流会、福祉大会、幹部及び会員宿泊研修
など活動を行っておりますので、標茶身障会事務
局までお問い合わせください。

【問い合わせ】
　標茶町総合社会福祉センター内
　電話�485-2503

標茶町遺族会より
お知らせ！

釧路地区身体障害者福祉協会
標茶分会会員の募集！
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　５月28日、令和６年度釧路地区老人クラブ連合会総会が釧路
市で開催され、釧路地区老人クラブ功労者授賞式が執り行われ、
標茶町老人クラブ連合会から中御卒別幸友会の加藤　明�様・
谷　昌義�様、弥栄福寿会の長部　晃�様・伊藤一満�様が、役職
を通算７年以上就任し、会の育成指導・運営に尽力されたこと
で表彰されました。

　標茶町老人クラブ連合会では、新事業としてモ
ルック競技に取り組んでいます。事務局では、公
式ルールガイドブックを適用し、競技方法や今大
会のローカルルールづくりなど各単位クラブに出
向いて協議しながら、11月のモルック大会へ向け
て練習を開始しております。

　クラブの運営等が難しくなり、厚生新老会が休
会となりました。令和６年度は８クラブ160名の
会員で活動しています。老人クラブ連合会事務局
では、老人クラブに入りたい！活動内容を知りた
い！などの相談も受けておりますので、お気軽に
お問い合わせください。

◦会　長　加　藤　　　明（中御卒別幸友会）
◦副会長　門　田　功　一（茶安別長生会）
◦理　事　中　嶋　静　子（標茶親老会）
　　　　　記　田　一　雄（磯分内親友会）
　　　　　稲　村　長　英（虹別虹友会）　
　　　　　大和田　義　信（阿歴内鶴亀会）
　　　　　宍　戸　明　美（弥栄福寿会）
　　　　　目　黒　國　夫（上茶安別松竹会）
●監　事　高　取　　　剛（虹別虹友会）　
　　　　　力　武　勝　行（磯分内親友会）

標茶町老人クラブ連合会の
活動について

「左 加藤　明 様、長部　晃 様」

標茶町老人クラブ連合会の今後の事業・行事予定について

標茶町老人クラブ連合会役員が
新体制となりましたので
お知らせいたします。

7月₁₈日 釧路地区老人クラブ連合会小ブロック研修会　場所：弟子屈町社会老人福祉センター
９月４日 第21回釧路地区老人クラブ連合会パークゴルフ大会　場所：弟子屈町奥春別パークゴルフ場
₁₀月₁₂日 第28回標茶町シルバフェスティバル(第56回標茶町老人クラブ福祉演芸大会）
₁₁月６日 令和６年度標茶町老人クラブ連合会モルック大会

₁₂日
～₁₃日

釧路地区老人クラブ連合会会員リーダー研修会（１泊２日）
場所：釧路市阿寒町阿寒湖畔ニュー阿寒ホテル（予定）

総合社会福祉センター内 標茶町老人クラブ連合会
電　話　485-2503

お問い合わせ

茶安別
長生会

弥栄
福寿会

標茶
親老会
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 災害に対するご家族での備え、日ごろから準備していますか？
「いつもの食品で、もしもの備えに！２」について
�　「災害はひとごと」とおもっていませんか？いつどこにやってくるかわかりません。
大地震や豪雨などの自然現象は、人間の力ではくい止めることはできませんが、災害による被
害は、わたしたちの日頃の努力によって減らすことが可能です。

「食品の備蓄を始めるには？」
◦普段食べているものを消費しながらストックする「ローリングストック法」がおすすめ
　食品の備蓄は簡単に、誰でも無理なく始められます。普段食べているカップ麺や缶詰、インスタント味噌
汁など少し多めに買い置きし、賞味期限の古いものから消費し、食べたらその分を補充していくだけです。
備蓄のコツは、３つです。１つ目は、普段食べている食材を
多めに買って、備える。２つ目は、普段の食事で食べる。３
つ目は、食べたら買い足しして、補充する。
　蓄える→食べる→補充することを繰り返しながら一定量の
食品が備蓄されている状態を保つので、ローリングストック
法と呼ばれます。
　また、キャンプや山登りなどのアウトドアでも使える食品
もありますので、ローリングストック法を日常生活の一部に
取り入れてみましょう。

「乳児や高齢者、持病・アレルギーのあるかたは？」
◦それぞれに合った食品を最低２週間分、備蓄することが重要。
　災害時には、乳幼児や高齢者、食べる機能（かむこと・飲み込むこと）が弱くなった方、慢性疾患の方、
食物アレルギーの方などへの配慮が必要です。災害時だからこそ、このような方たちの食事は大切になりま
すので、できるだけ普段の状態に近い食事がとれるように備えておきましょう。普段から備えをしておくと、
いざという時の安心感が違います。東日本大震災では、鶏卵・牛乳・小麦を除去したアレルギー対応食品を、
１か月以上入手ができなかった方がいます。それぞれの状況に合わせ、少なくとも２週間分の備蓄が必要です。

　次回の10月号で、災害被害を少なくする「正し
い知識と日ごろの備え」について特集いたします。

　地震・津波・台風・洪水など、自然災害はいつ起こるかわかりません。少しでも災害被害を軽減する
よう、みんなで力を合わせて平時から備えを！

その8

災害による被害を、できるだけ小さくする取り組み

乳幼児の備え
　どうしても母乳で足りない分は、粉ミルクを活用する
こともできます。そのため、粉ミルクと哺乳ビン、紙コッ
プや使い捨てのスプーンを備えておくと安心です。びん
詰やレトルトの離乳食を多めにストックしておきましょ
う。またレトルトの離乳食は普段から食べ慣れておくこ
とも大事です。子供が日ごろから好きな食品や飲み物を
備えておくこと、災害時でもリラックスしたり安心した
りできます。

高齢者の備え
　一般の家庭の備えとそれほど大きな違いはありません。
ただ、体力が落ちたときや食欲がなくなったときなどに
備え、レトルトのおかゆやインスタントの味噌汁などが
あると安心です。体が弱ったときにどんなものが食べた
いかを想像し、備えましょう。かむことや飲み込むこと
など食べる機能が弱くなった人や、栄養状態がよくわか
らない人を対象にした介護食品（スマイル食）を活用し
ましょう。

慢性疾患の備え
　慢性疾患の方は、災害時に症状が悪化しがちです。
日ごろから、栄養バランスの良い食事を心がけ、食塩
やアルコールを控え、肥満に気を付けておきましょう。
また、医師が処方した食事療法を普段と同じように継
続できるよう、備蓄する食品の内容を工夫しましょう。
缶詰やインスタント食品、レトルト食品などは塩分が
多いため注意が必要です。

食物アレルギーの方の備え
　アレルギーの原因食物（アレルゲン）は、人によっ
て異なります。利用される方のアレルゲンが含まれて
いない食品を選びましょう。また、アレルギー対応食
品は、災害時には特に手に入りにくくなるので注意が
必要です。アレルギー対応の食品、好物の食品を備蓄
しておきましょう！

「政府広報オンライン引用」
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皆様の善意にご寄付をお寄せいただき
ありがとうございます。

皆さまからお寄せいただいた預託金や物品は、
地域福祉の向上のために有効活用させていただきます。

金銭預託

物品預託

住　所 氏　　名 預　託　内　容
匿　　　　名 どんぐりスタンプ

沼　幌 阿　部　正　道 長女の進学祝い返しを廃して
沼　幌 雑　賀　重　行 長女の進学祝い返しを廃して
磯分内 粥　川　幸　子 亡夫の生前のお礼として

故　澁谷ヤエ子 生前のお礼として

住　所 氏　　名 預　託　内　容
開　運 牛　坂　ノブ子 使用済切手　　113枚　　　プルタブ　　935ｇ
厚　生 安　藤　正　男 使用済切手　　626枚

匿　　　　名 中学校制服、ワイシャツ他
開　運 粟　野　愼一郎 使用済切手　　255枚
開　運 木 下 自 工 ㈱ プルタブ　　�1,036ｇ
旭 原　下　國　雄 プルタブ　����3,425ｇ

匿　　　　名 使用済切手����1,158枚
開　運 標茶町ふれあい交流センター 使用済切手　　226枚
旭 標 茶 郵 便 局 使用済切手����3,202枚

標茶町ボランティアセンター

　ボランティアセンターでは、アジア・
アフリカの人々の健康のために、使用済
み切手を収集し、皆さまにご寄付頂いた
使用済み切手は、切手整理ボランティア
さんに整理していただき、保健医療活動
を支える貴重な資金として公益社団法人
日本キリスト教海外医療協力会へお送り
します。
　右図のように、切っていただきますよ
うご協力願います。

【問い合わせ】
　標茶町ボランティアセンター

　　　　　　電話　485-2503

●●●●●●●●●●●使用済み切手の収集に
ご協力ください！

報 情
Information

社会福祉法人標茶町社会福祉協議会 標茶町総合社会福祉センター内
〒088-2312 標茶町川上10丁目１番地

電話 485-2503　ファクス 485-1679　HP：www.shibecha-shakyo.jp

発行

広報「ふれあい」の発行は、 ４・ ７ ・ 10 ・１月の４回です。


